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＜あらまし＞ 本稿では௻業調ᰝに基࡙き，学習者が機Ე学習を実施する㝿のデータ前ฎ

理を，数理科学の知識を活用して理解するためのシナリ࢜型学習教ᮦを設計した．業ົフロ

ーにᚑい数理科学の学習単元を整理し，実㝿の機Ე学習の実施౛，教ᮦの構築方法を᳨ウ後，

㻳㻮S 理ㄽに基࡙き設計した．設計，構築方法ともに数ᘧの解法や ICT のᢏ能習得の内容を

ྵめず，数್をㄞみ取りุ᩿する「知的ᢏ能」の学習を充実させる方㔪を᥇った． 

＜キーワード＞機Ე学習，データ前ฎ理，数理科学，ࢦールベースシナリ࢜（㻳㻮S）理ㄽ 

1. はじめに 

➹者らは先進的に AI を活用する௻業の調

ᰝ結果に基࡙き，AI の実行前に数್の特ᚩを

ᤊえ適切に加ᕤする「データ前ฎ理」及びそ

の㝿に必要となる数理科学の学習の必要性を

報告した(⚟⏣・႐多 2025)．この学習㒊分は，

現在の高等教育においては㞴解な数ᘧを解く

活動や，表計⟬ࢯフト，プログラミングゝ語

のᢏ能習得等が多くྵまれ，数್の本質をㄞ

み取りุ᩿する「知的ᢏ能」の学習を充実さ

せることが㞴しい． 

そこで本稿では，AI ᢏ⾡の 1 つである機Ე

学習の「データ前ฎ理」の題ᮦを཰㞟し，⚟

⏣(2024a)で取りまとめた数理科学の学習単

元や㻘⚟⏣・႐多(2024㼎)で作成した 㻳㻮S 理ㄽ

のシナリ࢜設計を᭦᪂するとともに，AI を学

習する者（主に㠀ᢏ⾡⫋を目指す大学生）が

数理科学の知識を活用するための学習教ᮦを

設計した． 

2. ᩘ⌮⛉学の学⩦༢ඖのᩚ⌮ 

学習設計の前に，⚟⏣(2024a)や⚟⏣・႐多

(2024㼎)で作成した課題分ᯒᅗ及び AI ࣔデル

の実行ฎ理フローに௻業調ᰝから得た知見を

཯ᫎし，必要な数理科学の学習単元を整理し

た．業ົフローと数理科学の学習単元の対応

をᅗ 1 に示す．նの「生成 AI によるゝ語化」

は，調ᰝ先の௻業現場の実態を཯ᫎした変᭦

点である．機Ე学習を実行するストーリーと

してはձ～նが対㇟となるが，今回はデータ

前ฎ理に相ᙜするղ～մの㒊分を学習⠊ᅖと

することにした．また，ͤ༳の⟠ᡤは数理科

学，AI ࣔデル共に学習㞴᫆度が高く，実㝿の

㐠用業ົでは自動ฎ理されている㒊分のため，

数理の学習単元とせず，あくまで教ᮦのシナ

リ࢜ᩥ⬦として取り扱う． 

ᅗ 1 業ົと数理科学の学習単元の対応 

3. *%6 ⌮ㄽにᇶ࡙ࡃ学⩦タィ 

3.1. タィ๓のᢏ⾡㠃の᳨ウと方㔪の☜ᐃ 

ḟに，学習設計及び実⿦が可能な方法で教

ᮦ化できるよう，AI 解ᯒの題ᮦと教ᮦの構築

方法を᳨ウした．題ᮦは AI の分㔝でୡ⏺的に

有名なࢥミュニティプラットフォーム Kaggle

において以ୗの᮲件を基に᳨⣴した．  

AIە 解ᯒとデータのᢏ⾡的᮲件 

・データ前ฎ理や᥈⣴的データ解ᯒ（㻱DA）

の実施౛あり 

・学習要⣲となるノイࢬがデータ内に存在 

・機Ე学習での解ᯒ஦౛が複数あり 
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 学習教ᮦとしての᮲件ە

・ⱝ者が᝿ീしやすいᗑ⯒やၟရのデータ 

・ライࢭンスで「改変⚗Ṇ」の指定がない 

複数のೃ⿵のデータとࢥードの実行結果を

確認し，Coursera ࢥースの最終プロ࢙ࢪクト

として出題された「Pre㼐ict 㻲uture Sales」の஦

౛を活用することにした．これは D㼂D や書

⡠等を㈍኎するロシアの大手௻業 1c com㼜any

の኎上データである． 

⥆けて今後の教ᮦの実⿦方法を᳨ウした．

今回はᢏ能の₇習をྵめず，数理科学に基࡙

くุ᩿に㞟中するᙧ態を᥇ることから，≀語

をᒎ㛤する動⏬の間にᑠテストを設け回答結

果によりシナリ࢜が分ᒱするよう，Moo㼐le プ

ラグインである H5P を使用することとした． 

3.2. *%6 ⌮ㄽにᇶ࡙࢜ࣜࢼࢩࡃタィ 

前述の᳨ウを㋃まえ，作成した 㻳㻮S シナリ

࢜設計を表１に示す．⚟⏣・႐多(2024㼎)から

の変᭦点をୗ⥺に示している．題ᮦと同じᗑ

⯒を舞ྎとすることで，教ᮦとしての実⿦を

可能にしつつ，♫会⤒㦂のない学生にも現場

や学習の意⩏がఏわるようᕤኵしている．  

3.3. 実⿦方⟇の᳨ウ 

学習設計を基にシナリ࢜を作成した．その

中に組み㎸まれる数理ุ᩿の質問㡯目を表 2

に示す．結果の数್をゝⴥで表現する問いが

最後に用意されている．  

 とめࡲ .4

本稿では，機Ე学習におけるデータ前ฎ理

に必要な数理科学の学習教ᮦを設計し，実⿦

の᥇用ᢏ⾡を確定した．今後はࢥンテンࢶを

実⿦し，ᑓ㛛ᐙレࣅューや少人数の学習者を

対㇟とした実㦂を通じてᙧ成的ホ౯を行い，

教ᮦの有効性を確認する予定である． 

ㅰ ㎡ 

本◊✲は，-636 科◊㈝24.22713 の助成を受

けたものです． 
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表 2 シナリ࢜内の数理ุ᩿の質問㡯目 
業ົフロー 数理ุ᩿の質問㡯目の౛ 

目的と方⟇の確定 ୙要なデータิはどれですか 

データの加ᕤ，要

⣙ 

1D1 はఱを示していますか�

クレンࢪングの結果として適

切な出力はどれですか 

データ間の関㐃性

の確認 

相関が見られる㡯目はどれと

どれですか 

分ᯒ方㔪の確定

（特ᚩ㔞࢚ンࢪニ

アリング） 

日௜から加ᕤして得られる情

報はどれですか�正つ化した

数್はどれですか�目的変数

となる㡯目はどれですか 

機Ე学習ࣔデル実

行結果の解㔘 

ラメータの数್の解㔘としࣃ

て正しいのはどれですか 

生成 $, による提

案 

出力結果を適切に表現したᩥ

❶はどれですか 

表 1 *%6 理ㄽに基࡙く学習設計 

構成要⣲ 教ᮦの内容 

シ
ナ
リ
࢜
ᩥ
⬦ 

使࿨ データと $, ᢏ⾡を用いて，科学的

に今後の኎上予 をする． 

࢝バー

ストー

リー 

ᑠ኎ᗑ⯒の㈍኎数や᮶ᐈ数を予 する

業ົを担う．$,（機Ე学習）の実行結

果から得られる㈍኎アドバイスを「わ

かりやすいゝⴥ」で他♫員に㏦ಙす

る．⏬面上で数್データのḞ や୙整

合をクリアする必要がある． 

役割 入♫ 3年目のⱝ手Ⴀ業ᨭ援⫋ 

学習目標 データ前ฎ理において，数理科学の

知識や考え方を適用できる． 

シナリ࢜ 
᧯作 

適切な数理ุ᩿やゝ語化ができてい

るかの問いを㝶᫬提示する．その問

いに対する回答に応じて表示する኎

上データのฎ理や機Ე学習による実

行結果により，㈍኎予 の実行結果

を得ることができる． 

シ
ナ
リ
࢜
構
成 

フィー

ドバッ

ク 

数理的ุ᩿に応じて正ㄗと解ㄝが出

て，どのような問題が発生するのか

を理解できる． 

情報※ ุ᩿のシーンでヒントを提示する． 
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